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研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名 学校法人立命館          ２ 大学名 立命館大学              

 

３ 研究組織名 立命館グローバル・イノベーション研究機構医療・健康イノベーション研究拠点 

 

４ プロジェクト所在地 滋賀県草津市野路東 1-1-1, 立命館大学びわこ・くさつキャンパス 

 

５ 研究プロジェクト名 微量筋組織解析のナノ・マイクロバイオ解析を特長とするサルコペニア

研究拠点 

 

６ 研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

小西聡 立命館大学理工学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  14 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

小西聡 
理工学部・教

授 

生体解析のための MEMS、ロボット

技術研究 

採取、培養、分析等の生体解

析 技 術 開 発 の た め の

MEMS、μTAS、ロボット技術

開発への貢献 

牧川方昭 
理工学部・特

命教授 

医用生体工学に基づく生体解析技

術研究 

医用生体工学による組織・生

体解析技術開発への貢献 

鳥山寿之 
理工学部・教

授 

生体解析のための MEMS、μTAS

技術研究 

採取、培養、分析等の生体解

析 技 術 開 発 の た め の

MEMS、μTAS 技術開発への

貢献 

野方誠 
理工学部・教

授 

ロボットティクスに基づく生体解析

技術研究 

筋組織採取技術開発のため

のロボット技術開発への貢献

安藤妙子 
理工学部・准

教授 

生体解析のための MEMS、μTAS

技術研究 

採取、培養、分析等の生体解

析 技 術 開 発 の た め の

MEMS、μTAS 技術開発への

貢献 

藤田聡 
スポーツ健康

科学部・教授 
運動・栄養に基づく生体解析研究 

組織・生体解析、応用研究で

の統合解析、工学系の仕様

要求抽出 

服部尚樹 薬学部・教授 運動・栄養に基づく生体解析研究 

組織・生体解析、応用研究で

の統合解析、工学系の仕様

要求抽出 

家光素行 
スポーツ健康

科学部・教授 
運動・栄養に基づく生体解析研究 

組織・生体解析、応用研究で

の統合解析、工学系の仕様
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要求抽出 

塩澤成弘 

スポーツ健康

科学部・准教

授 

運動・栄養に基づく生体解析研究 

組織・生体解析、応用研究で

の統合解析、工学系の仕様

要求抽出 

藤田卓也 薬学部・教授 
薬学に基づく培養細胞・生体情報

解析研究 

培養細胞・組織からの生体情

報の抽出と治療薬選択の最

適化への貢献 

桂敏也 薬学部・教授 
薬学に基づく培養細胞・生体情報

解析研究 

培養細胞・組織からの生体情

報の抽出と治療薬選択の最

適化への貢献 

高田達之 薬学部・教授 
薬理学に基づく培養細胞・組織解

析研究 

組織分化に関与する生体情

報解析と技術要求仕様の抽

出 

藤田隆司 
薬学部・准教

授 

薬理学に基づく培養細胞・組織解

析研究 

組織分化に関与する生体情

報解析と技術要求仕様の抽

出 

橋本健志 

スポーツ健康

科学部・准教

授 

運動・栄養に基づく生体解析研究 

組織・生体解析、応用研究で

の統合解析、工学系の仕様

要求抽出 

（共同研究機関等） 

 
   

    

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

加齢に伴う骨格筋量及び筋力の低下（サルコペニア）は下肢の筋量・筋機能の低下に伴う

機能的自立の低下や糖尿病を含む代謝疾患のリスクを増加することから、欧米を始めとする

様々な先進国において深刻な社会問題となっている。これまで血液成分の網羅的な解析か

らサルコペニアの原因の解明や、運動・栄養介入に対する筋肥大の応答性の予測が試みら

れてきた。しかしサルコペニアの進行には大きな個人差が存在し、骨格筋の代謝制御を全身

性の血中因子のみで検討することは困難である。その反面、局所的な筋組織の翻訳調節因

子や遺伝子発現が筋肥大・萎縮に影響することが近年報告されていることから、サルコペニ

アの予防・改善に向けた研究には筋組織採取とその組織解析が必須であると考えられる。し

かし、生体標本検査（生検）は侵襲的であることから、採血のように採取・診断技術が開発さ
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れていないのが現状であり、ヒト筋組織から培養された細胞を用いた研究も世界的に見ても

ほとんど存在しない。 

 本拠点研究では、MEMS・ナノテクといった本学工学系研究の技術を、創薬・医療技術およ

び健康科学分野と融合させることで、「寝たきりにならずに、少子高齢化時代を闊歩しよう」を

キャッチフレーズとした、個別化健康サービスの技術革新に取り組む。具体的には、以下の３

つの研究テーマを通じて、個別化健康サービスの創出のためのセルフメディケーション応用

アプリケーションの構築を目指す計画である： 

1）オンチップ生命体とその解析システムおよび微量生体標本の採取・分析技術開発研究 

2）生体標本検査（生検）の低侵襲化、オンサイト採取微量組織の分析技術開発研究 

3）バイオチップ上培養骨格筋細胞・組織による薬剤等の各種刺激の効果分析研究 

 本拠点では、このサルコペニア予防に関する技術革新を推進し、高齢者の健康の維持・増

進に取り組む。今回モデルとするサルコペニアで実証する革新技術は、適用対象を広げるこ

とが期待でき、例えば薬剤スクリーニング等を通じた様々な疾病対策への波及効果創出が

可能である。 

 高齢者に向けた個別化健康サービスの提供はサルコペニア予防（一次予防）とその治療法

を強化し、介護に頼らない闊歩する高齢者数の増大が期待できる。また一次予防に重点基

盤をおくことで、これまでの過剰な「治療」重視の医療から、予防→治療→早期在宅復帰、と

いう「適正なケアサイクル」の整備が期待される。 

 

（２）研究組織 

微量筋組織解析のためのナノ・マイクロバイオ技術研究（テーマ 1）、微量筋組織解析による

サルコペニア対策研究（テーマ 2）、筋細胞培養解析研究(テーマ 3)の 3 テーマの研究体制を

構成する。テーマ１では、本拠点が特長とするナノ・マイクロバイオ技術を用い、微量筋組織

の採取・分析、筋細胞培養・分析に関する技術革新に取り組む。テーマ 2 はテーマ１による筋

組織採取の低侵襲化、微量分析技術を活用し、サルコペニア対策研究を推進する。さらに、

テーマ 3 の培養筋細胞解析情報、各種生体計測情報との統合解析を担う。テーマ 3 はテーマ

１によるバイオチップ技術を活用し、筋細胞を培養、分析し、テーマ 2 のサルコペニア対策研

究への新たな知見提供を図る。サルコペニア対策を目標とした成果提示を行い、本学の特色

を存分にアピールした研究活動を材料に、グローバルな連携創出を積極的に推進する。以

上の研究組織体制により、本研究プロジェクトを推進する。 

 

（３）研究施設・設備等 

当初の設備整備計画に基づき、平成 26 年度において、本学テクノコンプレックス１階第一

実験室（使用面積 130m2）にプラズマリアクタを導入した。使用者数は本プロジェクトに関わる

研究者および学生を含め約 30 名であり、主に筋細胞応答評価用バイオチップの試作におけ

る下記工程に使用している。 

・部材の洗浄（酸化膜、有機物の除去など）。 

・半導体加工の応用による鋳型作製における各段階（表面活性化、ドライエッチング）。 

・マイクロデバイス組立工程における各段階（シリコーン樹脂の接合、親水化など）。 

 テーマ1のメンバーは、ナノ・マイクロバイオ技術の研究推進に活用している。採取筋組織の

分析チップ構築において、接合や生体材料との親和性のために、材料表面の改質を行うた

めに有効活用している。 

  

当初の設備整備計画に基づき、平成 27 年度において、本学インテグレーションコアに超音

波エコー（GE ヘルスケア）を導入した。高齢者のサルコペニアや生活習慣病に対する運動お
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よび食事に対する効果検証を行うために、エコーを用いて筋厚や皮下脂肪厚を測定し、さら

に動脈硬化どの評価のために総頚動脈の硬化度（beta-stiffness）や肥厚度（IMT）を測定す

るなど、テーマ 2 のメンバーが主として利用している。具体的には、筋生検を実施する際に採

取部位の皮下組織の状態を確認することによる安全性の向上や、トレーニング介入中の超

音波診断画像を用いた筋厚測定による簡易かつ非侵襲的にトレーニング効果の評価等に用

いている。 

  

 当初の設備整備計画に基づき、平成 28 年度において、本学サイエンスコア 3 階分子薬物

動態学研究室(使用面積 20 m2)にオールインワン蛍光顕微鏡を導入した。使用者数は、本プ

ロジェクトに関わる研究者および学生を含め約 20 名であり、主に培養筋細胞を用いた薬物ス

クリーニング系の確立のための下記の実験に使用している。 

・薬剤により筋細胞を刺激した際の細胞内シグナル伝達の可視化 

・薬剤刺激後の筋細胞の形態学的変化の観察 

・筋細胞における薬物の細胞内局所動態の解析 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

サルコペニア（加齢性筋肉減弱症）は、これまで血液成分の網羅的な解析や、運動・栄養

介入に対する筋肥大の応答性の予測が試みられてきた。加齢性筋肉減弱症の予防・改善に

向けた研究には筋組織採取とその組織解析が必須であると考えられる。しかし、筋組織を対

象とする生体標本検査（生検）は侵襲的であることから、採血のように採取・診断技術が開発

されていないのが現状であり、ヒト筋組織から培養された細胞を用いた研究も世界的に見て

もほとんど存在しない。 

 本拠点研究では、MEMS・ナノテクといった本学工学系研究の技術を、創薬・医療技術およ

び健康科学分野と融合させることで、「寝たきりにならずに、少子高齢化時代を闊歩しよう」を

キャッチフレーズとした、サルコペニア（加齢性筋肉減弱症）対策に関する技術革新に取り組

んできた。筋組織を対象とする生体標本検査に関する研究に加え、さらに低侵襲化を狙った

培養細胞組織の導入検討にも取り組んできた。細胞工学を駆使した再生医療研究では、薬

剤スクリーニングを目的とした細胞や細胞組織の利用にも注目が集まっており、本研究が対

象とする筋組織に関する解析への応用に取り組んだ。展望としては、生体標本検査技術に

基づく微量採取筋組織分析と細胞工学に基づく培養細筋細胞分析を併用し、侵襲性が低く、

被験者の QOL が高い分析技術の実現を目指している。 

具体的には、以下の三つの研究テーマ（研究グループ）を通じて、個別化健康サービスの

創出のためのセルフメディケーション応用アプリケーションの構築を目指して研究を推進し

た。 

1）オンチップ生命体とその解析システムおよび微量生体標本の採取・分析技術開発研究 

2）生体標本検査（生検）の低侵襲化、オンサイト採取微量組織の分析技術開発研究 

3）バイオチップ上培養骨格筋細胞・組織による薬剤等の各種刺激の効果分析研究 

 

 テーマ 1 では、ナノ・マイクロバイオ技術を活用した研究を推進、展開してきた。 

筋組織分析チップの研究に関しては、プラズマリアクタの導入により、厚い板状の部品や

曲面を有する部品でも表面活性化を行い接合することが可能になった。実際に本装置の導

入により約1㎝の高さを有するリザーバ／コネクタをマイクロ流路チップに一体化できるように

なった。このことにより約 2 ㎜径の筋組織の塊をリザーバ／コネクタを介した後に細かく破砕

して、流路高さ100 umのマイクロ流路チップへ導入し、組織採取からRNA抽出のための一連

の処理をオンチップで行うことが可能になった。また従来表面処理のために用いていた真空
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紫外線処理装置と比べて処理面積が約 6 倍大きく、デバイスの作製効率が大きく向上した。 

筋組織破砕を担うマイクロミルは、回転体を手動によってミル底部に押し付けられるよう改

良し、破砕効率の向上を目指した。押し付け力を増加させることにより、mRNA が溶出すると

した 10 19um の粒径数が約 2.5 倍増加した。回収機構は、ミキサー構造をもつマイクロ流路

を設計し、流路内における筋組織破砕液とマイクロビーズの混合、mRNA の回収を行った。ミ

キサー流路長 300mm において従来のカラムを利用した回収法に比べ 1.5 倍程度 mRNA の収

量増加に成功している。 

 培養筋組織分析研究に関しては、培養筋組織の刺激機能と培地標本抽出機能を有するシ

ステムの構築に成功した。刺激/標本抽出システムは、培養骨格筋細胞を対象とした電気刺

激実験の自動化システムである。本システムを用いることにより、連続的なデータの解析や

様々な刺激パターンの印加実験が可能となる。また、自動化システムであるため、実験者の

負担を減らし、実験者の熟練によらない実験が期待できる。 

 

 テーマ 2 では、筋肥大に関与する因子を分析し、研究を推進、展開してきた。 

 レジスタンストレーニングによる筋肥大の応答には個人差が存在するが、その応答性を左

右するバイオマーカーは明らかではない。そこで、我々は昨年度の研究成果を踏まえ、若年

者を対象に筋生検を実施し、筋内における筋肥大応答を制御する要因を検討した。 

 筋肥大応答を左右する要因として、テストステロンや成長ホルモンなどのアンドロゲンが関

与しているという仮説が存在する。一方、アンドロゲンは筋肥大に関与しないという報告が多

くあり、その詳細は明らかではない。そこで我々は筋内のアンドロゲン受容体に着目し、若年

者を対象にレジスタンストレーニング後に筋生検を行い、筋肥大応答の高い群と低い群間に

おける血中アンドロゲン濃度、筋内のアンドロゲン受容体発現量を比較した。その結果、血中

のアンドロゲン濃度は群間において有意な差は見られなかったが、筋内のアンドロゲン受容

体発現量は、応答性が高い群では応答性が低い群と比較して有意に多いことが明らかとな

った。このことから、レジスタンストレーニングによる筋肥大応答は血中のアンドロゲン濃度が

要因ではなく、筋内のアンドロゲン受容体数が要因の一つであることを明らかにした。 

 本研究結果は、サルコペニア予防・改善方策を作成する際のスクリーニングや、個々人の

特性に合わせたテーラーメイド化するシステムの開発の一助となり、より効率的なサルコペニ

ア対策を開発することが期待される。 

  

 

 テーマ 3 では、マイクロバイオ技術を用いた人工組織を活用した薬物動態研究、筋組織へ

のアミノ酸輸送系の解析に関する研究を推進、展開してきた。 

 マイクロ技術を利用して作製した人工筋肉組織上に消化管上皮細胞を培養することで人工

腸管組織を作製し、このモデルを用いて薬物の消化管吸収性を評価するシステム構築を進

めた。構築した人工腸管は、人工筋肉組織シート上でヒト消化管上皮細胞株 Caco-2 を単

層培養した後、細胞接着性を保持したまま高いシール性を保持した形で円管構造を構成す

る。また、このモデルは円管構造を何度も開閉可能であるため、実験終了時の消化管上皮細

胞の構造の観察も可能である。通常、in vitro 培養細胞を用いた薬物の吸収性評価試験で

は静置条件下で行われるが、こうした条件では非攪拌水層（UWL）が厚く形成されるため、脂

溶性の高い薬物の吸収性を低く見積もる可能性がある。しかしながら、本人工腸管を用いた

評価系では試験液を灌流することができるため UWL 形成を低くすることが可能であり、イミプ

ラミンやクロルプロマジンなど脂溶性が高いモデル薬物を用いた検討で、静置系の条件下よ

りも 6 倍高い薬物透過性が得られること、この透過性がヒト消化管での薬物透過速度と相関

していることを示すことができた。また、この評価システムは消化管上皮細胞を脳毛細血管内
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皮細胞に置き換えることで、薬物脳毛細血管透過性評価システムとして利用できる可能性に

関しても検討を加えることができた。こうした結果は、創薬（経口薬）開発において非常に重要

な薬物消化管吸収性、脳移行性を in vitro で正確に予測することができる新たなデバイスと

して活用できる可能性が期待できる。 

 また、筋組織へのアミノ酸輸送における飢餓状態、栄養過多状態の影響に関しても検討を

加え、筋組織において発現している Na+ 依存性アミノ酸トランスポーター (ATA2) の mRNA 

発現量・アミノ酸輸送活性が、飢餓状態では 3～4 倍に増大、栄養過多状態ではおよそ 1/2

に低下することが明らかとなった。 

 

 さらに、連携効果の観点からは、テーマ 1 を中心とする連携を広く展開することができた。テ

ーマ 1 とテーマ 2 の連携として、テーマ 1 のメンバーにより作製された培地標本抽出システム

を実際に使用し、マニュアルで培地標本を抽出した場合と同様に検出が可能かを検討した。

今回は培地に含まれる乳酸の濃度を用いて検討を行ったが、当該システムによって抽出され

た培地に含まれる乳酸濃度はマニュアルで検出した場合と同様の結果であった。従って、テ

ーマ 1・2 の連携により、培地標本抽出システムは実用レベルにあることが示され、今後の生

化学分野における利用が期待される。また、テーマ 1 が作製している mRNA 抽出のためのマ

イクロミルにおいても、テーマ 2 との連携により、様々な波及効果が得られている。同量の骨

格筋サンプルから、テーマ1によって作製された MEMSを用いる方法と、従来広く生化学分野

で用いられてきた方法とを用いて同様に RNA の抽出を行い、RNA の純度及び回収量を比較

検討し、MEMS の性能判定を試みた。その結果、得られた RNA の純度は従来の方法と同様

であったが、一方で回収量がやや少ないことが明らかとなった。これらの検討により、MEMS

に残された課題を見出すことができ、さらなる性能向上を図ることができた。 

 一方、テーマ 1 とテーマ 3 の連携として、テーマ 1 のメンバーにより構築された人工腸管デ

バイスで得られる薬物透過性データと一般的に使用される TranswellTM を用いた薬物透過

性データを比較、検討した。脂溶性の高く、in vitro での薬物吸収性が低く見積もられる薬物

は、Transwell を振とうさせることで静置系よりも高い透過性を得ることができた。この結果を

人工腸管モデルで灌流速度を変化させることで再現できたことから、本人工腸管を用いた薬

物吸収性評価試験が有用であることを示すことができた。しかしながら、Transwell を利用し

た試験が一度に 6-well、24-well、96-well などスループットが高い評価系であることに対し

て本評価系は 6 試験が現状では限度であり、今後スループットを向上させるためのシステム

改善などの課題も見出すことができた。  

 

 本拠点では、このサルコペニアの予防に関する研究開発を推進し、高齢者の健康の維持・

増進のための技術革新を目指して取り組んだ。微量採取筋組織分析と培養細筋細胞分析の

個々の技術革新に加え、両者を併用した効果の創出を意識した研究を推進することができ

た。今回モデルとするサルコペニアで実証する革新技術は、適用対象を広げることが期待で

き、例えば薬剤スクリーニング等を通じた様々な疾病対策への波及効果創出が可能である。

本事業では、最終年度（H30 年度）目標の統合解析研究に基づくサルコペニア対策の提示に

向けて、様々な成果を挙げることができた。 

  

＜優れた成果が上がった点＞ 

 本事業の推進の成果の中でも優れたものとして、下記の公表文献に掲載した内容が挙げ

られる。三つの研究テーマ（研究グループ）から各々文献を挙げるが、テーマ間連携の成果も

含まれており、本事業において異分野間の連携研究が実質的に育成され、実効的に進んで

いることが示されている。 
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（成果１）マイクロ流体チップによる微量骨格筋組織からの RNA 抽出（服部浩二, 和田洋明, 

蒔苗裕平, 藤田聡, 小西聡） 

K. Hattori, H. Wada, Y. Makanae, S. Fujita, S. Konishi: “RNA extraction from microtissues of 

skeleton muscle by microfluidic shredding chip”, IEEJ Transactions on Electrical and 

Electronic Engineering (TEEE), Vol. 11, pp. 123-129, (2016). IF: 0.261 

加齢に伴う無意識の筋量減少（サルコペニア）は、老化による活動の低下要因である。その

予防や機序解明のために、運動と筋組織内の生化学変化の関係が調査されている。本論文

で我々は微量の筋組織から mRNA を簡便な操作で抽出できるマイクロピラーアレイチップを

報告した。ナノ・マイクロ技術分野において、筋組織の破砕、前処理、抽出、分析を扱う研究

例は斬新なものであり、国際会議での発表時にも高い評価を得ている。本成果は、テーマ１

とテーマ２の連携成果になる。 

 

（成果2）筋肥大の応答を予測する筋内 miRNA の検討（小笠原理紀,秋本崇之,梅野徳,沢田秀

司,浜岡隆文､藤田聡） 
R. Ogasawara, T. Akimoto, T. Umeno, S. Sawada, T. Hamaoka, S. Fujita. “MicroRNA expression 

profiling in skeletal muscle reveals different regulatory patterns in high and low responders to 

resistance training.” Physiol Genomics. (IF:2.757) (2016) 

筋肥大を引き起こすレジスタンス運動に対する筋肥大の応答性には個人差が存在する。本

論文では若年者を対象に、運動に対する応答性の高い群と低い群におけるマイクロ

RNA(miRNA)の発現を網羅解析にて評価した結果、特定の miRNA の発現が群間で異なるこ

とを報告した。これらの成果は、運動に対する応答性が高い者と低い者を見分けるバイオマ

ーカーとなり得るものであり、将来的にテーマ 1 によって開発された微量筋組織分析チップと

融合させることで、臨床現場において運動への応答性の高低を瞬時に判別し、適切な運動

介入の実施を可能にすると考えられる。 

 

（成果 3）開閉可能な人工腸管システムを用いた薬物吸収性評価に関する検討（河野裕允,小

西聡､藤田卓也） 
Y. Kono, S. Konishi, T. Fujita. “An Openable Artificial Intestinal Tract System Enables the 

Evaluation of Drug Absorption in Caco-2 Cells through the Reduction in Thickness of the 

Unstirred Water Layer” Biol. Pharm. Bull., 49 (5) 840-844 (2019). IF 1.694 

脂溶性薬物の消化管吸収においては、消化管粘膜近傍に存在する非攪拌水層における薬

物の拡散が律速となる。本論文では開閉可能な人工腸管システムを用いて、脂溶性薬物の

吸収性を評価した結果、人工腸管を灌流する薬物試験液の灌流速度を 0.5 mL/min とするこ

とで非灌流状態が大きく改善すること、水溶性の高い薬物では灌流速度の高低で変動がな

いことを報告した。本成果は、より精度の高い消化管吸収性予測を得るためのツールとして

薬物動態受託試験企業等からも大きな興味をもたれている。本成果は、テーマ１とテーマ２

の連携成果になる。 

 

＜課題となった点＞ 

テーマ 2 とテーマ 3 の採取筋組織、培養筋組織をそれぞれ対象として研究成果を結び付け

ていくことが重要な課題であった。本課題に対しては、筋組織採取対象の生体と培養筋組織

に同様の刺激や物質を用いた筋肥大等に関する評価を行うことを目指した。例えば、刺激と

してレジスタンス運動を取り上げ、培養筋組織の系において電気刺激による筋収縮制御が可

能な機能構築に取り組んだ。テーマ 2 およびテーマ 3 のメンバーと連携し、ナノ・マイクロバイ
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オ技術を専門とするテーマ１のメンバーが主として担当した。さらには、得られた結果を比較

するために、評価項目を共通にする検討を行った。これらの研究内容は、今後も継続して活

用可能なものであり、今後の研究展開に向けた好材料となる。 

また、テーマ 2 のメンバーが取り組んできた、骨格筋組織を用いたバイオマーカーの探索に

よって得られた成果から、筋肥大が生じやすいか否かを判別するバイオマーカーの候補は示

されている。無論、有用なサルコペニア予防・改善方策を構築することが、テーマ 3 における

最上の課題と言えるが、サルコペニアに対する有効な介入方法の探索・開発する上では、培

養筋組織を用いたスクリーニングを行うことが極めて重要である。従って、テーマ1・3によって

構築された培養筋組織の系における電気刺激を用いた筋収縮制御機構を利用し、上述した

バイオマーカーを指標として様々な介入方法を試すことが可能となったことは、今後サルコペ

ニア予防・改善方策を構築する上で非常に重要な進捗であり、極めて有用なツールとなるこ

とから、今後の研究に広く活用していきたい。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

本事業は、薬工連携をベースに、スポーツ健康科学分野で注目されているサルコペニ

ア（加齢性筋減弱症）の予防・改善研究を推進し、連携を背景とする独創的な成果を挙

げることができたと評価している。特に、分野横断的な研究を、各分野の専門研究者が

集まって解決してきたことを高く評価している。拠点メンバーによる会議において、研

究成果の検証、今後の計画について議論をしてきた。最終年度は、月例会を毎月開催し、

事業メンバーの意思統一と進捗管理を強化した。特にナノ・マイクロバイオ解析の基盤

技術を担うテーマ 1 の研究者が他のテーマの研究者とのブリッジングをする基盤的な

存在となっている点が有効であるとみている。事業終盤において個々の成果を統合する

ために連携が重要となってきた際にも、構築した連携関係が有効に働き、課題への対応

策の多角的な検討が可能となっている。 

さらに、上記の取り組みにより、工学を中心とした薬学・スポーツ健康科学の連携が

構築され、基礎から応用までの幅広い範囲の研究について網羅できている点も、高く評

価できる点である。一つの研究を進める際には、基礎から応用までの幅広い研究の立ち

位置の一点のみで停滞することが多く、基礎研究の臨床への橋渡しが円滑に行われない

ことがしばしばある。しかし、本拠点は基礎研究を得手とする薬学と、応用研究を得手

とするスポーツ健康科学に対して工学的立場を中心にアプローチを図ることにより、工

学的背景から基礎研究から応用研究までを一つの基盤に乗せ、臨床への橋渡しを実現す

るべく活動を進めることができている。これらの取り組みにより、応用を意識した基礎

的な検討、並びに基礎を踏まえた応用的な検討を行うことが可能となっている。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

外部の専門家３名（他大学１名、企業２名）からなる外部評価委員会を設置している。

2017 年 6 月 12 日に評価委員会を開催し、研究内容や研究進捗に関する意見や改善点を

受け、研究推進に関する課題の克服に取り組んできた。 

また、2019 年 6 月 14 日に、本事業の成果発表シンポジウムの開催を予定しており、

その際に外部評価委員会の併催も計画中である。 

 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

半導体技術から発展し自動車や家などの無生物のインテリジェント化に活躍した MEMS・

ナノテクに代表される最先端技術をライフサイエンス分野に本格投入することによる社会へ
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のインパクトは大きい。 

 「生体標本検査（生検）研究」では、ポイントオブケアにも有効な筋組織採取や分析等機器、

装置の事業化により、医療分野の産業活性化が可能となる。 

 「培養細胞・組織分析研究」では、新薬の探索、スクリーニングや薬物動態メカニズムの解

明とその応用、サルコペニアの予防・治療以外にも癌対策など医療健康に直結した貢献が期

待される。幹細胞(iPS 細胞等) 分化組織を組み込んだ医薬品開発支援のための薬物動態・

薬効・毒性評価系の構築は、新規医薬品の臨床試験展開までのプロセスの迅速化を通じて

有効・安全な医薬品の上市までの期間の短縮化、製薬産業の国際的競争力の側面的なサ

ポートへの貢献が期待される。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

テーマ１と 2 の研究により進めた「微量骨格筋組織中 mRNA 抽出用マイクロ流体システム」

に関して、特許申請を行った（*7）。また、テーマ 1 とテーマ 3 の研究により進めた「幹細胞(iPS

等) 分化組織を組み込んだ医薬品開発支援のための薬物動態・薬効・毒性評価系の構築」

に関して、特許申請を行った（*8）。 

 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）   加齢性筋肉減弱症   （２）     Bio-MEMS     （３） オンチップ生命体   

（４）     骨格筋組織      （５）      細胞解析     （６）  生体情報計測    

（７）  バイオマーカー探索    （８）     薬剤評価       

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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移行評価系の構築、医療薬学フォーラム 2015、名古屋、2015.7.4 

58. 岩﨑亜侑、河野裕允、藤田卓也、表面電荷の違いがリポソームの非撹拌水層拡散過程

に及ぼす影響、医療薬学フォーラム 2015、名古屋、2015.7.4. 

59. 合ヶ坪芹香、河野裕允、藤田卓也、外部磁場に応答するマグネタイト封入マクロファージ

の作製とその in vitro における機能評価、医療薬学フォーラム 2015、名古屋、2015.7.4. 

60. 河野裕允、藤田卓也、Caco-2 細胞表面の非撹拌水層がリポプレックスの細胞内取り込

みに及ぼす影響の評価、第 31 回 日本 DDS 学会学術総会、東京、2015.7.2. 

61. 由利龍嗣、西貴弘、河野裕允、寺田智祐、藤田卓也, PEPT1 を標的とした 5-アミノサリチ

ル酸プロドラッグの輸送特性の評価、日本薬剤学会 第 30 年会、長崎、2015.5.23. 

62. 服部尚樹、石原 隆、島津 章．潜在性甲状腺機能低下症におけるマクロ TSH 血症の検

討．第８８回日本内分泌学会 オテルニューオータニ東京 2015.4. 

63. 当真貴志雄、稲垣兼一、服部尚樹、大塚文男．スクリーニングでの TSH 高値からマクロ

TSH 血症と診断された一例．第８８回日本内分泌学会 オテルニューオータニ東京

2015.4. 

64. 合阪幸三、土屋富士子、末田雅美、板橋香奈、能瀬さやか、小畑清一郎、原田美由紀、

平田哲也、平池 修、服部尚樹．Macroprolactin 血症の臨床的意義とその特徴 第３報

 ．第８８回日本内分泌学会 オテルニューオータニ東京 2015.4 

65. 服部尚樹、石原 隆、島津 章．潜在性甲状腺機能低下症におけるマクロ TSH 血症の検

討．第１３５回日本薬学会 神戸 2015. 3 

66. T. Katsura, Role of MATE1 in Renal Excretion and Tissue Distribution of Cationic Drugs, 

2nd International Symposium on Epithelial Barrier and Transport, Kusatsu, Shiga, 

November 1, 2014. 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

 人生 100 年時代の生き方 からだの“モーター”である筋肉と健康について考える 

（2019 年 3 月 13 日、立命館大学 BKC キャンパス） 

 立命館大学バイオメディカルデバイス研究センター講義セミナー（2018 年 11 月 2 日、9

日、16 日、立命館大学 BKC キャンパス） 

 The UBC-Ritsumeikan Univ. MEMS workshop（2018 年 3 月 5 日-6 日・立命館大学 BKC

キャンパス） 

 立命館大学バイオメディカルデバイス研究センター講義セミナー（2017 年 11 月 8 日、15

日、22 日、立命館大学 BKC キャンパス） 

 立命館大学バイオメディカルデバイス研究センター実習プログラム（2016 年 11 月 28 日、

11 月 30 日、12 月 6 日、12 月 7 日、立命館大学 BKC キャンパス） 

 立命館大学バイオメディカルデバイス研究センター実習プログラム（2015 年 11 月 18 日、

11 月 20 日、11 月 24 日、11 月 25 日、11 月 30 日、12 月 7 日、立命館大学 BKC キャン

パス） 

 

・立命館大学バイオメディカルデバイス研究センターシンポジウム（2014 年 9 月 17 日・立命館

大学 BKC キャンパス） 

http://www.bmdc-ritsumei.com/images/sympo2014.pdf 

http://www.bmdc-ritsumei.com/sympo2014.html 
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・しが医工連携ネットワーク会議ニーズシーズセッションでの展示（2015 年 1 月 30 日・滋賀県

大津プリンスホテル） 

http://www.shigaplaza.or.jp/ns-sessionh26/ 

 

・ナノ・マイクロビジネス展 ROBOTECH 次世代ロボット製造技術展展示（2015 年 4 月 22 日

-24 日・神奈川県パシフィコ横浜） 

http://www.jetro.go.jp/j-messe/tradefair/NanoMicro_43957 

 

・立命館グローバル・イノベーション研究機構（ R-GIRO） 研究拠点成果報告シンポジウム 

グローバル社会における特色ある研究拠点の創成を目指して（2016 年 2 月 18 日・立命館大

学 BKC キャンパス） 

http://www.ritsumei.ac.jp/file.jsp?id=241981 

 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「微量筋組織解析のナノ・マイクロバイオ解析を特長とするサルコペニア研究拠点」 

研究成果発表シンポジウム 

 

日時：2019 年 6 月 14 日（金）13 時開催 

場所：ローム記念館 ５Ｆホールおよび３Ｆ資料・展示室 

プログラム（案） 

 13：00－13：10 開会挨拶 

 13：10－13：50 基調講演 

 13：50－14：00 休憩 

 14：00－14：45 事業成果報告（各テーマリーダ 3 名） 

 14：45－15：00 休憩 

 15：00－16：00 ポスター発表（プロジェクト参加研究者） 

 16：00  閉会挨拶 

 

１４ その他の研究成果等 

＜特許（取得）＞ 

1. 小西聡,, 細胞塊取得装置, 特許登録 6205101 

2. 小西聡, 試料分析装置, 特許登録 6210697 

3. 小西聡, 直線駆動装置及び長尺ツール, 特許登録 6095055 

4. 小西聡, 長尺ツール及びファイバスコープ, 特許登録 6041291 

5. 樋口 ゆり子, 清水 一憲, 小西 聡, 橋田 充, 顕微鏡によって観察される生体試料の観察部位の動きを

拘束する装置及び方法, 特許登録 6288729 

6. 樋口 ゆり子, 清水 一憲, 小西 聡, 橋田 充, 生体試料固定器, 特許登録 5930364 

7. 小西聡, 小林大造, 海妻良浩, 液滴保持ツールの製造方法, 特許登録 5548925 

8. 小西聡, 小林大造, 海妻良浩, 撥水層を有する液滴保持ツールの製造方法, 特許登録 5757515 

9. 小西聡, 小林大造, 導電性パターンの形成方法および基板装置, 特許登録 5846524 

10. 小西聡, 小林大造, 吉田博，和田貴志,萩原文弘，武山芸英，血液採取装置, 特許登録 5681915 
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＜特許（出願）＞ 

1. 小西聡, 曲げ駆動装置, 特許出願 2018-204095 

2. 小西聡, 生体操作具, 特許出願 2017-145569 

3. 小西聡, 液滴処理方法、液滴処理基板、及び液滴接触用治具, 特許出願 2017-109223 

4. 小西聡, 橋田 充, 樋口 ゆり子, 生体観察用治具, 特許出願 2016-096002 

5. 小西聡, 温熱療法用製剤, 特許出願 2016-244070 

6. 小西聡, ロボットシステム及び感覚提示装置, 特許出願 2016-135026 

7. 服部浩二, 小西聡, 蒔苗裕平, 藤田聡、流体デバイス (*7), 特許出願 2016-040266 

8. 小西聡, 小林大造, 流体デバイスの製造方法および流体デバイス, 特許出願 2015-208177 

9. 小西聡、藤田卓也、服部浩二、河野 裕允、細胞培養装置 (*8)、特許出願 2015-148789 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

なし 

 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

なし 

 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 

なし 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 

なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

テクノコンプレクス H7 130㎡ 1 30 ― ― ―
インテグレーションコア H22 6,468㎡ 5 20 ― ― ―
サイエンスコア H20 8,760㎡ 6 20 ― ― ―

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

h
h
h
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 【テーマ1】

0
0

0
0

国内・国外研究旅費

学会参加費、機器装置修繕費　等

2,681

補助主体

0

私学事業団
私学事業団
私学事業団

補助主体

0

318

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

318

0

0
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

紫外可視光光度計

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
0

計

計

0

2,681

実験用機器2,681

318

研究補助 318

2,681

時給900～950円，年間時間数480時間
実人数2人

学会参加費 780

15,888

1,717

資料発送 1

研究旅費
0

0
1,717

支　出　額

実験材料

主　な　使　途

消　耗　品　費

積　　算　　内　　訳

8,058 5,322H28

3,664
180 7,560 5,040

PR500 一式 300

1 90オールインワン蛍光顕微鏡

心エコー
プラズマリアクタ H26

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

0

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積 研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　その他　）
報酬・委託料

780

事業経費

（研究装置）

Vivid q 一式
5,940

小  科  目

H27

1 資料発送

金　　額

13,390

（情報処理関係設備）

BZ-X710

計

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

実験材料、関連図書　等

研究支援推進経費

0

0

計

通信運搬費

13,390

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

15,888

26

（研究設備）

整備年度

年　　　度
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（千円）
  平成 年度 【テーマ2】

（千円）
  平成 年度 【テーマ3】

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 2,357 2,357

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,357 実験用機器 2,357 紫外可視光光度計 等

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 6,133 6,133

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 0 0

（　その他　） 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,133 実験材料 6,133 実験材料、関連図書　等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0 0

年　　　度 26

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 2,639 2,639

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 15 英文校正 15 英文校正　等

（　その他　） 82 学会参加費 82 学会参加費、機器装置修繕費　等

印刷製本費 25 資料印刷 25 資料印刷

旅費交通費 283 研究旅費 283 国内・国外研究旅費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 33 機材運送 33 機材運送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,201 実験材料 2,201 実験材料、関連図書　等

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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（千円）
  平成 年度 【テーマ1】

（千円）
  平成 年度 【テーマ2】

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 806 806

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 806 実験用機器 806 プレートリーダー　等

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 1,775 1,775

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 79 英文校正 79 英文校正　等

（　その他　） 36 関税手数料 36 関税手数料

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,660 実験材料 1,660 実験材料

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0 0

年　　　度 27

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 3,861 3,861

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,861 実験用機器 3,861 プレートリーダー　等

教育研究経費支出 0 0

計 1,106 1,106

人件費支出 1,106 研究補助 1,106 時給900～1,000円，年間時間数　1,068時間
（兼務職員） 実人数2人

計 13,882 13,882

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 3,049 加工委託 3,049 加工委託、英文校正　等

（　その他　） 935 機器修繕 935 機器修繕費、学会参加費　等

印刷製本費 45 文献複写 45 文献複写

旅費交通費 315 研究旅費 315 国内・国外研究旅費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,538 実験材料 9,538 実験材料、関連図書　等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27



（様式2）

法人番号 261013

（千円）
  平成 年度 【テーマ3】

（千円）
  平成 年度 【テーマ1】

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 2,980 2,980

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,980 実験用機器 2,980 チラー　等

教育研究経費支出 0 0

計 1,981 1,981

人件費支出 1,981 研究補助 1,981 時給900～1,000円，年間時間数　1,693時間
（兼務職員） 実人数2人

計 14,781 14,781

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 645 英文校正 645 英文校正、機器保守　等

（　その他　） 1,000 学会参加費 1,000 学会参加費、機器修繕　等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 932 研究旅費 932 国内・国外研究旅費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,204 実験材料 12,204 実験材料

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0 0

年　　　度 28

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 2,271 2,271

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,271 実験用機器 2,271 高速液体クロマトグラフ吸光度検出器　等

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 6,317 6,317

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 20 加工委託 20 加工委託

（　その他　） 34 機器修繕 34 機器修繕

印刷製本費 0 0

旅費交通費 63 研究旅費 63 国内・国外研究旅費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,200 実験材料 6,200 実験材料

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27



（様式2）

法人番号 261013

（千円）
  平成 年度 【テーマ2】

（千円）
  平成 年度 【テーマ3】

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 7,845 7,845

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 195 測定料 195 測定料　等

（　その他　） 16 機器修繕費 16 機器修繕費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 78 研究旅費 78 国内・国外研究旅費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,556 実験材料 7,556 実験材料

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0 0

年　　　度 28

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 2,430 2,430

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 134 英文校正 134 英文校正、委託分析　等

（　その他　） 42 投稿料 42 投稿料　等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 37 研究旅費 37 国内・国外研究旅費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 3 資料発送 3 資料発送

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,214 実験材料 2,214 実験材料

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28



（様式2）

法人番号 261013

（千円）
  平成 年度 【テーマ１】

（千円）
  平成 年度 【テーマ２】

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,903 実験材料 8,903 実験材料

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 132 通信費 132 通信費、資料発送

印刷製本費 0 0

旅費交通費 1,055 研究旅費 1,055 国内・国外研究旅費

報酬・委託料 1,647 委託料 1,647 機材メンテナンス、測定　等

（　その他　） 545 学会参加費 545 学会参加費　等

計 12,282 12,282

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 760 研究補助 760 時給900-950円，年間時間数633時間
（兼務職員） 0 0 実人数2人

教育研究経費支出 0 0

計 760 760

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,371 実験用機器 1,371 空冷式冷熱プレート　等

図　　　　書 0 0

計 1,371 1,371

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,090 実験材料 1,090 実験材料

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 533 研究旅費 533 国内・国外研究旅費

報酬・委託料 0 0

（　その他　） 134 学会参加費 134 学会参加費　等

計 1,757 1,757

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員） 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,506 実験用機器 1,506 リアルタイムPCRシステム

図　　　　書 0 0

計 1,506 1,506

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0



（様式2）

法人番号 261013

（千円）
  平成 年度 【テーマ３】

（千円）
  平成 年度 【テーマ１】

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,429 実験材料 7,429 実験材料

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 783 研究旅費 783 国内・国外研究旅費

報酬・委託料 0 0

（　その他　） 1,371 機材リース 1,371 機材リース、機器修繕費　等

計 9,583 9,583

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員） 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 756 実験用機器 756 NanoDrop2000

図　　　　書 0 0

計 756 756

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,724 実験材料 9,724 実験材料

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 4 資料発送 4 資料発送

印刷製本費 0 0

旅費交通費 534 研究旅費 534 国内・国外研究旅費

報酬・委託料 1,981 委託料 1,981 熱処理試験、加工作業　等

（　その他　） 906 機器修繕 906 機器修繕費、学会参加費　等

計 13,149 13,149

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 609 研究補助 609 時給900円，年間時間数575時間
（兼務職員） 0 0 実人数1人

教育研究経費支出 0 0

計 609 609

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,512 実験用機器 1,512 弾性係数計測器

図　　　　書 0 0

計 1,512 1,512

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0



（様式2）

法人番号 261013

（千円）
  平成 年度 【テーマ２】

（千円）
  平成 年度 【テーマ３】

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,030 実験材料 1,030 実験材料、PC関連機器

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 345 研究旅費 345 国内・国外研究旅費

報酬・委託料 0 0

（　その他　） 137 学会参加費 137 学会参加費　等

計 1,512 1,512

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 830 研究補助 830 時給1,200円，年間時間数664時間
（兼務職員） 0 0 実人数1人

教育研究経費支出 0 0

計 830 830

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 993 実験用機器 993 顕微鏡用デジタルカメラ

図　　　　書 0 0

計 993 993

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,667 実験材料 7,667 実験材料、PC関連機器

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 115 研究旅費 115 国内研究旅費

報酬・委託料 61 委託料 61 測定料　等

（　その他　） 1,571 機材リース 1,571 機材リース　等

計 9,414 9,414

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員） 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0


